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1　 は じめに

　高等学校 「地 学 1」 に お け る 造山運動 と地殻

変動に 関す る分野 は ， 造 山帯 とい う巨視的な 内

容か ら岩石 ・鉱物 とい っ た微視的な内容まで 含
む とい う点 で ，各単元の 中で も「時間的な推移」

や 「空 間的な広が り」に関わ る視点 を備 えた分

野 で ある。しか し ，
こ の 分野 には探求活 動 の 例

は少な く，経験的に も授業に おい て観察 ・実験

を伴わずに内容 の 理 解や 定着を図 っ て き た 。 ま

た，平成 24 年度 よ り新 し い 学習指導要領 が施

行 され る こ と もあ り， 今後よ り効果的な授業展

開が求め られ ，そ の検討が必 要で ある と考 える 。

　 　 表　1 造山運 動分野 にお け る ス ケール

項　 目 ス ケ
ー

ル

鉱 　物 lr4 〜10
−2　m

岩 　石 102〜100m

地質構造 100〜103m

造 山帯 105〜107m

2　研 究目的

　造 山運 動分野 にお い て ， 現行学習指導要領 の

「地 学 1 」の 内容 を踏まえ，次期学習指導要領
の 「地学基礎」 にお けるよ り効果的な授業展 開

の 在 り方に つ い て 検討す る 。

3　 研究方法

1）　 現行 と平成 24 年度施行 の 次期学習指導要

　　領 と教科書 にお け る造 山運動 に 関す る 内

　　容 を調 べ
， 比 較す る 。

2） 授業実践 な らび に 地域 教材 開発 に 関わ る

　　調査 を行 い ，今後 の 授業展開における有用

　　性 につ い て検討す る 。

3）　 高等学校 「地学 1 」未履修の 生徒 へ の ア ン

　　ケ
ー

トを行 い
， 中学校 ま で の 造山運動 に関

　　す る知識 を量 り，今後の 授業展 開 の 検討材

　　料とす る 。

4　 学習指導要領に おける造山運動

　現行 と次期学習指導要領 にお ける造山 運動

に関する記述 を ， 次の （a）大地 形，（b），地質構造

（c ）変成作用 の 3 っ の 項 目に 区分 して比 較す る 。

（a ）大地 形
…

造山帯 ， 海嶺，海溝 など，造 山運

　　動に 伴 う大規模な地形 に関す る内容。
（b）地質構造…断層，褶曲，不整合な ど，地殻

　　 変動 に伴 う地 層 の 変形 に関する 内容 。

（c）変成作用…変成作用の 種類 ，変成岩や 変成

　　岩 に含まれ る鉱物な どに関する 内容 。

（1）現行学習指導要領にお ける造山運 動

　 現行学習指導 要領 で は項 目 （a）〜 （c）の 扱 い

に つ い て ，次 の よ うに記述 され て い る。

（a） 大地形 ：「平易 に扱」う，
「表層を概観す る J

（b）地質構造 ： 「過去の 地殻変動 の 歴史が推定

　　 で きる こ とを理 解 させ る」

（c ）変成作用 … 「触れ るが，羅列的 にな らない

　　 よ うにす る 」
1）

（2）次期学習指導要領に お け る造山運動

　 次期学習指導要領で は項 目 （a ）〜 （c ）の 扱 い

に つ い て ，次 の よ うに記述 されて い る。

（a ）大地形 ： 「形成に つ い て 理解す る 」，「プ レ

　　
ー

トの 運動に よ り形成 され る こ とを扱 う」

（b）地質構造 ： 「過去 の 地殻変動 を推 定す る手

　　掛 か りにな る こ とを扱 う」

（c ）変成作用 ： 「高圧や 高温 下 で変成作用を受

　　 ける こ とに よ っ て 形成 され る こ とに触れ

　　 る」
2）

（3）現行 と次期学習指導要領 にお ける造 山運

　　動の扱い に 関する比較

　次期学習指導要領 では ， 項 目 （a ）大地形，（c）

変成作用に っ い て ，大地形の 形成 や変成作用 に

つ い て よ り詳 しく ， 具体的に扱 うよ うな記述 と

な っ て い る。中で も 「大地形 の 形成に つ い て の

理解」 は ， 現行学習指導要領 で は 「地 学 且 」 で

扱 うが ，次期学習指導要領 で は 「地学基礎 」 で

扱 うこ と に な っ て い る。こ の こ と は 「大地形 の

形成」 が 「基礎的 な素養」，
「基本的な内容」 と

し て 捉え られ る よ うに なる こ とを示 し て い る 。

5　教科書に おける造山運動

　 「地学 1」は現在発 行 され て い る全 5 社 ，
「地

学基礎」は発行が 予 定 されて い る 全 5 社の 教科

書に つ い て ， 造 山運動 に関す る内容が ，学習指

導要領 の ど の 内容 に対 応す る項 目で扱われ て

い るか，次 の （A）固体地球，（B）地史の 2 つ の 内

容 に 区分 し て 比 較す る 。

　（A）固体地球，（B）地 史 の 各項 目に 対応 す る

「地 学 1 」 と 「地 学基礎」 の 内容 （学習指導要
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領の 内容）は次の とお りで ある。

（A） 固体地 球

1）　 「地学 1 」
…現行学習指導要領 の 内容 「（1）

　　地 球の 構成ア 地球の 概観，イ地球の 内部」

　　に対応す る教科書の 項 目

2）　 「地学基礎」
…次期学習指 導要 領 の 内容

　　 「（2）変動す る地球ア 活動す る地球」 に対

　　応す る教科書の 項 目

（B） 地史

1）　 「地学 1 」
…現行学習指導要領 の 内容 「（1）

　　地球 の 構成 ウ地球 の 歴 史」に対応す る 教科

　　書の 項 目

2）　 「地 学基 礎」
…次期学習指 導要領 の 内容

　　 「（2）変動す る地球イ移 り変わ る地 球」 に

　　対応す る教科書 の 項 目

　 「地 学 1 」 と 「地学基礎」 の 教科書に お け る

　　 　 表　2

造 山運 動 に関す る内 容の 扱 い とそ の 区分 の
一

例 を表 2 に示 す 。

　 「地学 1 」で は ，教科書に よ り差異は ある が ，

造 山 運 動 に 関 す る 内容 は （A）固体地 球 また は

（B）地 史の い ずれ か の 内容 にお い て ， 項 目 （a ）

大地形 ，（b）地 質構造，（c ）変成作用 ともに比較

的ま とま っ て 扱われ て い る。それ に対 し て 「地

学基礎」 で は，項 目 （a ）大地形は 内容 （A）固体地

球 で 扱われ ，項 目（b）は 内容 （B）地史 と ， 分けて

扱われ る よ うにな っ て い る 。

　こ の 扱わ れ方の 変化 に よ り，
「地 学基礎」 を

教 える場合，「時間的な推移の 中で 追究 し，空

間的 な広 が りの 中で と らえ る地 学的な 見方 や

考え方 を養 う」 上 で ，項 目 （a ）大地形 ， （b）地質

構 造 ， （c ）変成作用 の 内容 の 意識 的な関連付 け

が求め られ る。
「地 学 1 」 と 「地学基 礎亅 の 教科書に お ける造山運動 の 扱 い に 関す る例（啓林館

3）’4）
）

内容 「高等学校地学 1改訂 版」 「地学基礎」 内容

第 1 部 固体地球 とそ の変動 第 1部 固体地球 とそ の 変動（A）固体

　 地球 第 3 章 造山運 動 第 2 章 活動す る地球

（A）固体

　 地球

第 1節 地殻変動 と地質構造の 形成 第 1 節 プ レ
ー
トと地球 の 活動

B プレ
ー
ト境界 と大地形ABCD急激な地殻変動

ゆ っ くりした地殻変動

地殻変動で で きた地形

地質構造

第 2節 地 震

B 地震の発 生と断層

第 2 節 造山帯 と変成作用

AB 変成岩 とその 形成場

造山帯 と大陸の 成長 第 2 部 移 り変わ る地 球 （B）地史

第 1 章 地球史の 読み 方

（B）地史 第 2 部 地球の 歴史 第 2 節 地 層 と地 質構 造

第 1章 地球史の 読み 方

第 3 節 地球史 の 組み 立 て

BCD不 整合

地質構造

変成岩 とその 形成A 不整合

6　 実践内容

（1）授業実践

　道立 高等学校 2 年次 「地 学 1 」 （単位数 3，

受講生徒 11名）の 授業に お い て
， 次の （a ）〜 （d）

の 内容 を取 り入れた授業を行 い ，授業後に ア ン

ケ
ー トを行 っ た。

（a） 自作 の 授業用呈示資料 を用 い た授業

（b）国土地理 院 GPS デー
タ を用 い た考察

（c）北海道の 地質図を用 い た考察

（d）十勝管内に分布 す る岩石 を用 い た観察 （石

　　灰 岩 ， チ ャ
ー

ト）

（2）授業後の ア ン ケー トより

　授 業後 の ア ン ケ
ー

トよ り生徒 の 記述 を い く

つ か示 し ， そ の 内容か ら考察で き る こ とを記 す。

また ，ア ン ケー ト結果を表 3 に示す 。

　 「『北海道地質図』を見て ， 全 体的な印象，
色の 配列は 」 と の 質問に 対 し て

，
「南北に長 い

分布 が多い と思 う」 「縦に分かれて い る 」 な ど

の 記 述が あ り ， 北海道 の 地質構造 の 概観 の 把握

が で きて い る こ とが うか が える。こ の こ とを踏
ま え て 北海道 が プ レ

ー
ト運 動 に よ り形成 され

た こ とを説明す る と，生徒の 理解 を深 め る上で

効果 的で あ る 。

　 「感想や質問な ど」 の 自由記述欄 には，「岩

石 の 分布 が 造山運動 の 証拠 にな る とい うこ と

がわか っ た」「北海道が分かれ て い た （？）の が す
ご く驚い た」などの 意見が あ り，地域 の 地質や

地形の 形成 へ の 興味 ・関心 の 高ま りが うか が え

る。
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表 32 年 次 「地 学 1」 授 業後 の ア ン ケート結 果 （生 徒数 11名 ）

　　　　　　 図 1，北海道地質図
5）

（3）豊頃層の 調査

　 プ レ ー ト運動に 関す る地域教材 を開発 する

た め に ， 豊頃層の 地質調査 を行 っ て い る。十勝

地方南部の 豊頃 丘 陵に分布す る豊頃層 は ， 海洋

プ レ
ー

トの 沈み込み に伴 う付加 体で あ る常呂

帯 の 仁頃層群 の 延 長 と考え られ て お り ， ジ ュ ラ

系 とされて い る
6）
。豊頃層の 地質調査を行 っ て

い るが ， そ の 地 質構 造は複雑 で あ り， 全 体像 を

把握す る に は 至 っ て い ない 。現状で は ，豊頃層

で見 られ る ， プ レ
ー

ト運 動 に 関係す る地 質構造

や地層 の 写真 を授業用呈 示用資料に用 い た り ，

採取 した 岩石 試 料 を生 徒実習 に用い た りし て

い る 。
こ の 豊頃層を北海道や十勝地 域にお ける

よ り有効な地域教材 とす るため には，さらに調

査 を進め ，地質構 造 の 理解 に努 め る こ とが必 要

で ある。

図 2．豊頃層の 地層 （左 ：チ ャ
ー

ト岩体（大樹町 ），右 ：石

灰 岩 体 （豊 頃町））

1　　 番組 な ど　　　　　　　　　　　　　　　　 l

i（3） 次の 山脈 ・造山帯名を知 っ て い ますか。（ア l

i　 パ ラ チ ア 山脈，ア ル プ ス 山脈，ア ンデ ス 山脈 　i
i　　 ウラ ル 山脈，飛騨山脈，日高山脈，ヒ マ ラヤ 山 i

i　 脈，ロ ッ キ ー
山脈，ア ル プ ス ・ヒ マ ラヤ 造山 i

i　 帯，カ レ ドニ ア 造山帯，環太平洋造山帯，バ リ　i

i　 ス カ ン 造山帯）　 　　 　　 　　 　　 　　 i
i  次 の 山脈 が造 山 運 動 に よ り形 成 され た こ と i
i　 を知 っ て い ます か 。 （ア パ ラ チ ア 山脈，ア ル プ ！

i　 ス 山脈 ，ア ン デ ス 山脈 ，ウラ ル 山脈，飛 騨 凵」 i
i　　 脈，日高山脈，ヒ マ ラヤ 山脈 ，ロ ッ キ

ー
山脈）　 i

i（5） プ レ
ー

トテ ク トニ ク ス あ る い はプ レ
ー

ト運 i

i　 動 とい う言葉を知 っ て い ます か 。　　　　　 i
i（6） （5）で 「知 っ て い る」 と答 えた人 は ， い つ 何 i

l　　 で 知 りま し た か
。   中学校理科 ，   中学校社 i

i　 会科 ，   小学 校理科 ，   小学校 社会科，    i

i　 〜  以外 の 授業，  教科書以外 の 書籍や TVi

i　　 番組な ど　　　　　　　　　　　　　　　　 i
i（7） 上記（3＞，（4）以外に知 っ て い る山脈名 が あれ i
i　 ば書い て くだ さい 。　　　　　　　　　　 i

（1）ア ン ケ
ー

ト結果 よ りわ か るこ と

　ア ン ケ
ー

ト結 果か らわ か る こ とに つ い て 次

の 3 点にま とめ る。また ，こ の ア ン ケ
ー

ト結果

を図 3〜5 に示 す。

  　生徒 は造 山帯 （運 動〉とい う語 や 主 な 造 山

　　帯（大 山脈）名 ，造山運動名 を知 っ て お り，

　　それ は 中学校社会科で 習 っ た もの で ある。

 

 

プ レ ー
トテ ク トニ ク ス （運動）と い う語 を，

生徒は知 っ て い る の は 6 割程度で あ り，そ

れ は主 に中学校理科で 習 っ たも の で ある 。

プ レー
トテ ク トニ ク ス （運動）は 中学校理
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科 で 習 っ た が ， 造 山帯 （運動）は 中学校社会

科 で 習 っ た として い る こ とか ら，プ レ
ー

ト

テ ク トニ ク ス （運動〉と造 山帯 （運 動）の 関

連性は ，生徒の 認識 で は 薄い もの と考 え ら

れ る。

図 3 質問（1）造 山帯・造 山運 動 につ い て知 っ て い るか

（N＝111），質問（5）プ レ
ー
トテ外ニクス・プ レ

ー
ト運 動 につ い て 知

っ て い る か （N＝111）

」■ ■ ■■ ■■ ■「 一 一

（2） ｝驪 醗

（6） 　

−t

勲 蟻纛聯

聯

　 　 0％ 　　　　　　　　50 ％ 　　　　　　　100 ％

・ 中 学校 理 科　　 r 中 学 校 社 会 科　 矇 小 学校理 科

・ 小 学校社会科　 E それ以 外

図 4 質 問 （2）造 山帯・造山運動 に つ い て い つ ど こ で 習

っ た か （N＝108），質問 （6）プ レートテクトニ クス
・プ レ

ート運動 に つ

い て い つ どこ で 習 っ たか （N＝68） （複数回 答 を含む ）

　
　

　

　

　
　

　
　
　

　 i

＿ 1
図 5 質問（3）次 の 山脈 ・造山帯名 を知 っ て い ます か

一

「知 っ て い る1と選 ん だ割合 （N＝ 111）

8　 ま とめ

（1＞現 行 と次期 の 学習指導要領 の 造山運動 に

　　関する 内容を （A）固体地球，（B）地 史に 区分

　　 した。また ，教科書 「地 学 1」 と 「地 学基

　　礎 」で 扱 われ て い る造 山運 動に関 する内容

　　を （a ）大地 形，（b）地 質構造，（c ）変成作用

　　 の 3 項 目に区 分 した。そ の 上 で 教科書 の 記

　　述内容が，学習指導要領 の どの 内容 で どの

　　 よ うに扱われ て い るか 比較 し た。

（2）造山運 動に関す る内容は，現行学習指導要

　　領 で は 内容 （A）固体地球または （B）地 史で

　　項 目 （a ）大地 形 ，（b）地 質構造，（c ＞変成作用

　　の 3 項 目が比 較的 ま とめ て 扱われ て い る 。

　　それ に 対 し て 次期学習指導要領で は項 目

　　（a ）大地 形 と （c ）変成作用 が 内容 （A）固体地

　　球 と （B）地史の 2 つ に分け て 扱われ る傾向

　　 にあ る。そ の た め，「時 間的（な）推移 （長

　　さ）」，「空間的な広が り」 を教え る 上 で ，

　　各区分の 意識 的な関連付け が 必 要 とな る 。

（3＞造山運 動 の 分野 に お い て 「地 学 1」，「地 学

　　基礎」 の 目標達成を図 るた めには ，GPS デ

　　
ータや 地質図を用い た 実習 ・考察や地 域の

　　教材 を取 り入 れ るな ど，授業展開や授業方

　　法を 工 夫する こ と が 求め られ ，そ の 内容は

　　今後 さら に検討が必要で ある。

  　 「地 学 1 」未履修 の 生徒で も主 な大 山脈 ・

　　造山帯 （運動）に つ い て 生徒は知 っ て い る

　　 の で 授 業 の 導入部分で 取 り上 げる こ とは

　　有効で ある。しか し ， 造 山帯 （運 動 と）プ レ

　　
ー

トテ ク トニ ク ス （運動）との 関連性に つ

　　い ては 生徒 の 認 識 が薄い の で ，教 える上 で

　　十分な関連づ けが求め られ る。

9　 おわ りに

　本研 究は ，武 田科学振興 財団研 究助成 「2010

年度 高等学校理科教育振興奨励 」を受 けて 行 っ

た も の であ る。
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